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第一回イベント結果まとめ（7/2 @逗子市小坪漁港）

参加者数
アンケート結果

参加者の声
（保護者）

課題
今後の改善点

• 応募者数：小学生34名
• 参加者数：親子40名

（小学生18名・大人22名）
• 海への関心度向上率*： 93.7%

*イベントを通して海への関心が「とても高まった」「まあまあ高まった」と回答した
参加者の割合（アンケート回答者18名中17名）

“実際に触れたり体験する貴重な学びの機会を作って下さり、
ありがとうございました。自主学習の題材に早速なりました。
息子は水中ドローンにも関心を持っていたので、ITのお話しも
何かの機会に聞けたらな。と思いました。またの機会を楽しみ
にしています。”

“若い人たちが一生懸命に考え活動を行っている姿そのもの
が、小学生への刺激になると感じました。”

“子供達もとても楽しかったようで、また行きたいと言っておりま
す。今後のご活躍を楽しみにしております！”

1. 夏の時期は海の濁度が高いため、海中映像の高画質のカ
メラ付きROVを用いる必要がある

2. 子供が船に乗っている間、保護者の方々が手持無沙汰の
状態であったため、二月の第二回イベントでは、陸上からの
観察で一緒に楽しめる設計にする



イベント体験内容

③キャベツウニの陸上養殖施設

集合場所会場

船乗り場

①水中ロボット観察場所

②ウニの畜養施設

引用：Google Map



体験①：水中ロボットで海の様子を観察

小型水中ロボットのモニターに海底の様子が映し出され、参加した小学生は船の上から海の様子を観察。
海水温の上昇や磯焼けの影響により、魚の住処である海藻が喪失している様子を目の当たりにする機会を提供しました。



体験②：ウニの畜養施設・陸上養殖施設を見学

キャベツによる陸上養殖場やウニの蓄養施設を見学。ウニがキャベツやペレットを食べている様子を観察したり、
実際にウニを手に取ったりしながら、磯焼け対策としてのウニ養殖・蓄養の取り組みや仕組みを学ぶ機会になりました。



体験③：ウニのくり抜き・試食体験

キャベツによる陸上養殖施設を見学後、子どもたちは保護者と共にウニのくり抜きと試食を行いました。
ピンセットで少しづつ身を取り出す作業を行った後、普段味わうことができない採れたての海の恵を堪能しました。



イベント
広報物

Poster / Flyer

チラシ配布対象：
- 逗子市内小学校

4年生~6年生
- 配布枚数1114枚

ポスター掲載場所：
- 横浜市内学童施設
- 逗子市レストラン



当日の
配布資料

Material

内容：
小坪漁港の歴史や、
磯焼け対策・藻場の
再生の取り組みや、ブ
ルーカーボンの役割に
ついて

提供：逗子市/神奈
川県水産技術センタ
ー



メディア
掲載

Publication

逗子葉山経済新聞
2023年7月5日掲載



“子供から磯焼けはすごく問題になっていると聞いていましたが、地元の海が魚が住
みにくい環境になってきてしまっていることにおどろきと不安・心配を感じました。何
か出来ることがあれば協力していきたいと思えて、大変良い機会になりました。また
漁師さんのワカメを生産するまでの作業の大変さも知られてこれから大切に食べ
ていきたいと思います。”

“実際の海の中をみたり、ワカメを食べたりすることで海を体験することができてよ
かった。また、AIや水中ドローン等、テクノロジーに触れる機会もあり、よかった。
このような地球環境を守る取り組みは非常に大事だと思います。このようなイベント
がまたあれば是非参加したいと思います。”

第二回イベント結果まとめ（2/24・2/25 @逗子市小坪漁港）

参加者数
アンケート結

果

参加者の声
(小学生)

課題
今後の改善点

• 応募者数：小学生3４名
• 参加者数：親子60名

（小学生28名・大人32名）
• 海への関心度向上率*： 100%

*イベントを通して海への関心が「とても高まった」または「まあまあ高まった」と
回答した参加小学生の割合（電子アンケート回答者14名中14名）

• 小学生参加者満足度* ： 100%
*イベントに対して「満足」と回答した参加小学生の割合（紙アンケート回答者26名中26名）

“こんなに身近な海がこんな状況だとは思いもしなかった。そして2048年に海の魚が
食べられなくなってしまう可能性があることは、自分が大人になる前から考えて貢献
していきたいと思いました。”

“世界一おいしいワカメに出会えた。ワカメが嫌いだったけど、とても好きになった。
ウニを捕まえるロボットがあるのを初めて知った。ロボットの操縦たのしかった。2048
年問題は自分達にかかってるから、将来はウニを捕まえるロボットを作りたい。”

二日目が雨天開催であったこともあり、当日欠席者が多くおられた。7月に開催し
た第一回イベントのように、二日連続ではなく単日開催とし、天候の良い翌日に延
期できる状態にする。

参加者の声
(保護者)



イベント体験内容

集合場所会場

①水中ロボット観察・操作

②ワカメ漁業体験・ ③味噌汁試食

引用：Google Map



体験①：水中ロボットで海の様子を観察・ウニ捕獲

小型水中ロボットを参加者が操作し、モニターに海底の様子が映し出され海の様子を観察。また、水中ロボットを使って
ウニの採捕にチャレンジし、テクノロジーを活用した磯焼け対策の取り組みについて学びました。



体験②：小坪漁港の磯焼け対策や漁業に触れる

漁師の方の指導のもと、実際にワカメを加工したり干したりする漁業体験を行いました。
ウニはワカメが苦手であるため、現状あまり磯焼けの被害にあっていないことや、

食卓に運ばれるまでには大変な工程が存在することなどを、体を動かしながら学ぶ機会を提供しました。



体験③：旬の生ワカメが入ったお味噌汁を味わう

ワカメの加工作業を行なった後は、歯ごたえのある新鮮な生ワカメをお味噌汁に入れて試食しました。
小学生からは「世界一おいしいワカメに出会えた」など絶賛する声があり、海の恵みを味わうことで、

「大切な海をこれからも守っていきたい」という想いを育む場となりました。



イベント
広報物

Poster / Flyer

チラシ配布対象：
- 逗子市内小学校

1年生~6年生
- 配布枚数2774枚

ポスター掲載場所：
- 逗子市内掲示板
(63箇所)



メディア
掲載

Publication

タウンニュース
2024年3月1日掲載



ウニ捕獲水中ロボット開発

背景
狙い

小型軽量
• 磯焼け対策として漁業者らが潜って人の手で実施しているウニの駆除を、水

中ロボット(ROV)を活用して実施し、身体的負担の削減や省人化を図る。

• 磯焼け状態の海に生息するウニは「痩せウニ」と呼ばれ、身が入っておらず食
用価値がない。逗子市漁協では痩せウニにキャベツを与え陸上養殖すること
で、食用価値をもたらしスーパー等で販売する取り組みを行っている。

• ダイバーがハンマーを使ってウニを海中で粉砕することが一般的なウニの駆除
方法であるが、開発するウニ捕獲水中ロボットでは、ウニを潰さずに生きたまま
採捕することで、食材への活用を見込んだ磯焼け対策用の水中ロボットを開
発する。これにより、下記図のような、水中ロボットを活用した生きたまま捕獲
し、陸上養殖、販売までの持続可能な磯焼け対策モデルの構築を目指す。

【成果】
• ウニ捕獲水中ロボット1号機の完成

→吸着力の非常に強いウニの着脱から吸引までを、
人が海に潜らずに完結できるシステム

• 海洋環境教育イベントでウニ捕獲ロボットを活用

【今後の課題】
• 捕獲効率の向上：磯焼けの海底にいるウニの吸着力は

非常に強い。そのため、先端部分の挿入角度・長さ・
ROVの固定度合を調整し、繊細なウニを潰すことなく、
よりスピーディーに捕獲する最適な着脱構造を製作する
必要がある。

持続可能な
磯焼け対策モデル

写真：逗子葉山経済新聞

1

搭載容易

長時間稼働

機体の
特徴

成果

課題

・ 大人一人で持ち運び可能なサイズ
高さ：440 / 横：330 / 縦：630 

(mm）

・ ボックスとポンプは取外し可能。
市販のホバリング型ROVに搭載
(当機体は「BlueROV2」を使用)

環境負荷低

・ 吸引には船等のエンジンを用いずにス
ラスターの回転（バッテリーで稼働）を
利用しているため、ロボットの使用過程
でCO2を排出しない

・バッテリーが持つ限りは使用し続けるこ
とが出来る。（最大4時間ほど）

2

3

4

流通外キャベツを用いた
陸上養殖による痩せウニ食用化

食用価値を持たせたウニを
レストランやスーパーで販売

ウニ捕獲機水中ロボットによる
効率的な痩せウニ捕獲



ウニ捕獲水中ロボット詳細

スケジュール

T500 
Thruster 

スラスタ駆動回路
(Basic esc 500)

水中ロボット構成

(管径170mm)

BlueROV2

ウニ捕獲の様子

プラボックス

ダクトホース

試験結果

ウニ品種 発見-捕獲
時間(秒/個)

殻径
(mm)

生存率

本ウニ捕獲機
（着脱機構+吸引
機構）

ムラサキウニ 8 40-65 100%

既存ウニ捕獲機*¹
（吸引機構のみ）

ガンガゼ 45 40-80 100%

ダイバー捕獲*²
(人の手)

キタムラサキウニ 4 52.2~63.5 データ
なし

引用*¹ 『ROV搭載型ベントス回収装置の実証実験』三井造船特機エンジニアリング株式会社, 試験結果(最速値)
引用*² 『ダイバーとウニ篭によるウニ除去作業について』海生研研報，第15号第１表・第2表 (初心者 – 岩版の値) 

忍者熊手

https://drive.google.com/file/d/1-Uv-vku5DJSGUAf4MfCBc9rPyh-LE_xp/view?usp=sharing



	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19

